
論壇

　Honda は、２０１０年に「良いものを早く、安く、

低炭素でお客様にお届けする」という「次の１０年の

方向性」を定め、取り組んでまいりました。２０１６年

度には、二輪車、汎用製品、四輪車をあわせて、全

世界で３,９００万人を超えるお客様と出会い、喜び

のさらなる拡大を目指していきます。

■ 二輪事業
　２０１６年度の世界での販売台数は、２,５００万

台以上を目指します。インドでは、最大セグメントで

ある１００cc 市場へのモデル投入や、第３工場稼働

などにより、更なる拡大を目指していきます。中国や

タイでは、グローバル供給基地としてさらに成長して

いきます。ブラジルでは、主力モデルに加え、中・大

型二輪車の販売を強化していきます。また、アフリカ

や中南米諸国などの新成長市場にも参入していきま

す。大型二輪車については、大型モデルシリーズの

第一弾を、グローバル生産拠点である熊本製作所に

おいて２０１３年２月に生産を開始、北米を皮切りに

販売していきます。また、Moto GP マシンの技術をフ

ィードバックしたスーパースポーツバイクの開発に着

手しました。

■ 汎用パワープロダクツ事業
　コージェネレーションユニットを将来の創エネル

ギー技術の中核と位置づけ、２０１６年度には、グロ

ーバルで８００万台以上の販売をめざします。東日本

大震災以降、高まったお客様のニーズにお応えする

ため、停電時でも自立運転が可能な家庭用ガスエン

ジンコージェネレーションユニットを、給湯暖房ユニ

ットとあわせ、今年の秋に各ガス事業者様より「エコ

ウィル」の新たなラインナップとしてお客様へお届け

する予定です。

　また、家庭用固体酸化物形燃料電池コージェネ

レーションユニットの開発にも着手しています。また、

現在さいたま市が推進する「E‒kizuna Project」に

参加しスマートホームシステムの実証実験をしていま

す。２０１３年度中には３棟目が完成予定で、これら

３棟をつなぎ、エネルギーマネジメントの実証実験

を進めていく予定です。最適なエネルギーマネジメン

トのあり方を提案する「Honda スマートホームシス

テム」は、２０１５年から一般に向けた販売を目指し

推進していきます。

■ 四輪事業
　世界中のニーズに、いち早く対応できるよう、競争

力のあるコストで、ベストな仕様を実現する「グロー

バルオペレーション改革」を、「６地域同時開発」、「現

地最適図面」、「生産効率向上」の取り組みで推進し

ていきます。
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以降発売するモデルに順次搭載していきます。

　これらの取り組みによって、２０１６年度に、成熟

市場では、昨年度の約２０６万台から３００万台以上

へ、新興国市場では、昨年度から倍増の３００万台

以上に拡大し、全世界で６００万台以上の販売を目

指します。

　環境対応車ですが、ハイブリッド車は、それぞれ

に個性がある３つのシステムを機種に応じて搭載し

ていきます。中型車領域では、プラグインハイブリッ

ドを２０１３年初めに米国で発売するのに続いて、新

たに２モーターを搭載したハイブリッドタイプも追加

します。その後、日本やその他の地域にも展開してい

きます。さらに、高次元のスポーツハンドリングと燃

費性能を両立した高効率・高出力の３モーターハイ

ブリッドシステム「Sport Hybrid SH‒AWD®」を、「Ｎ

ＳＸ」や「Acura RLX ハイブリッドタイプ」、日本で

２０１４年発売の「Legend 後継モデル」に搭載して

いきます。

　バッテリー EV は、世界最高の電費性能を達成

したフィットＥＶのリース販売を今夏から日米で開始

し、バッテリー EV のひとつの方向性である超小型

車については、2013 年には日本で実証実験を開始

する予定です。さらに、究極の環境対応車である燃

料電池電気自動車の新型モデルを、2015 年から日

米欧で順次販売します。

　夢のある尖った商品も積極的に投入していきま

す。日本においては、軽自動車の１つとして、アグレ

ッシブな走りを実現するオープンスポーツカーを、

２０１４年に発売します。欧州においては、新たに

「Civic Type‒R」を開発し、「ニュルブルクリンクＦ

Ｆ最速」を目指し、２０１５年投入を目標に開発を進

めています。Acura のフラッグシップセダンである新

型ＲＬＸは、ハイブリッドタイプに加え、高いハンドリ

ング性能を実現する世界初の新技術「プレシジョン・

オール・ホイール・ステア」を搭載したモデルも投入し、

今後３年間で Acura の全モデルを一新する予定で

す。Acura は今後も北米や中国を中心にブランド力

を強化しながら、世界に展開していきます。

　今後も Honda は世の中から存在を期待される企

業を目指してまいります。

　このグローバルオペレーション改革は、２０１３年

から発売する新型フィットシリーズで推進し、フィッ

ト、シティ、小型ＳＵＶを、２年以内にグローバルで展

開していきます。

　成長著しい新興国でも、市場ニーズにスピーディ

ーに対応するために、各地域が初期段階より同時に

同レベルで開発に参画する「６地域同時開発」を進

めます。短期間で各地域に同一モデルを投入するこ

とで、グローバルでまとまった生産台数を確保するこ

とができ、これらの部品を最も競争力のある地域で

まとめて作ることにより、調達価格を引き下げること

が可能となります。一方で、各地域の調達・生産イン

フラを最大限活用しながら、その地域のお客様の声

に直接お応えできる「現地最適図面」を採用します。

また、２０１３年７月稼働の寄居や２０１４年春稼働

のメキシコなどの新工場は、小型車専用とすることで、

「生産効率向上」をはかります。

　日本では、生産体制の進化と軽自動車を含めた

小型車のラインナップ強化により、持続的な成長を

目指します。まず、生産体制の進化については、今年

４月より開発・調達・品質部隊が鈴鹿製作所に集結

し、スピーディーで高効率な開発・生産体制を構築

しました。今後は軽自動車をメインに生産しながら、

自己完結できる体制作りを進めています。埼玉製作

所では、寄居、狭山各々に特徴を持たせ、得意分野

を強化していきます。寄居工場は、世界をリードして

いく役割を担う世界トップクラスの省エネルギー工場

で、新型フィットシリーズなどの小型車を集中生産す

る予定です。狭山工場は、10 機種以上を混流生産

できる高効率体制を確立していきます。販売領域で

は、11月に発売の N‒ONE を皮切りに、今後２０１５

年までに、新たに軽自動車を６モデル投入し、小型

車については、新型フィットシリーズを投入します。

　北米においては、２０１４年春に稼働するメキシコ

新工場では、新型フィットおよび派生モデルを生産し

ます。中国では、２０１３年からの３年間で、Honda

ブランドは 10 機種以上のフルモデルチェンジや新

機種投入を予定しています。また、アジアでは、アジ

ア戦略車である BRIO のプラットフォームを活用し

た、セダンや多目的タイプを追加していきます。なお、

インドでは、新型ディーゼルエンジンを２０１３年度


